
















せ
り
ふ

島
地

純

勤
め
を
リ
タ
イ
ア
し
て
か
ら
、芝
居

に
か

か
わ
る
機
会
が
多
く
な

っ
た
。
い
ま
や
主
流

に
な

っ
て
い
る
か
な
り
多
く
の
小
劇
場

の
舞

台
や
、
ア
ン
グ
ラ
小
劇
場
出
身

の
役
者
た
ち

の
（
せ
り
ふ
）
が
気
に
な

っ
て
仕
方
が
な
い
。

な
ぜ
ぁ
ん
な
に
ツ
バ
を
と
ば
し
て
怒
鳴
り
合

う
の
か
。
た
か
が
八
畳
間
の
芝
居

で
広
場

の

先
ま
で
と
ど
く
ほ
ど
喚
き
た
て
、一言
葉

の
中

身
は
さ

っ
ぱ
り
伝
わ
ら
な
い
。
テ
ン
シ
ョ
ン

さ
え
上
げ
れ
ば
芝
居
を
し
た
気
に
な
る
の
か
、

ハ
ー
ド

ロ
ッ
ク
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
に
な

れヽ
て

耳
が
バ
カ
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
棒
キ
レ
載
新

ザ

ッ
ポ
み
た
い
な
セ
リ
フ
の
氾
濫
だ
。

私
は
昭
和
三
十
年
代
を
ま
る
ま
る
ラ
ジ
オ
・

ド
ラ

マ
の
製
作
現
場

で
過
ご
し
た
。
ず
い
ぶ

ん
昔

の
こ
と
に
な
る
。
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
は
舞

台
や
映
像
と
ち
が

っ
て
、装
置
・背
景
や
衣
装
・

化
粧
は
な
い
。
人
物
た
ち
の
動
き
も
お
互
い

の
距
離
も
、表
情
や
感
情
も
、す

べ
て
（
せ
り

ふ
の
声
》
だ
け
で
表
現
す
る
し
、
そ
れ
で
聞
く

人

に
鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
た
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
宮
本
武
蔵
と
何

某

の
対
決

の
場
合

「
抜
い
た
な
」
と
い
う

一

一冨
の
せ
り
ふ
で
、
両
者
が
立

つ
問
合

い
か
ら
、

気
合
、一猥
情
、内
面
の
心
理
、
こ
ち
ら
の
動
き
、

そ
の
相
手
が
刀
を
サ

ッ
と
抜
い
た
か

ソ
ロ
リ

と
抜

い
た
か
ま
で
、
こ
ち
ら
で
表
現
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
だ
。

ま
だ

テ
レ
ビ
以
前

の
の
ん
び
り
し
た
時
代

だ
か
ら
、ム
早
令
の
読
み
合
わ
せ
に
も
た

っ
ぶ

り
時
間
を
か
け
た
。
内
村
直
也
氏
の
本

で
、沖

縄
戦
の
最
中
に
小
学
校
の
校
長
先
生
（滝
沢

修
）が
妻
の
死
の
知
ら
せ
を
受
け
る
場
面
。
滝

沢
さ
ん
は

「
う

Ｐ
」
と

一
声
、鳩
咽
を
こ
ら

な
、長
い
間
の
あ
と
い
き
な
り
号
泣
が
続
き
、

よ
う
や
く
涙
を
ぬ
ぐ

っ
て
、静
か
に
妻
の
名

を
呼
び
か
け
る
ま
で
、
一
一分
二
十
三
秒
と
す

れ
ば
、何
度
繰
り
返
し
て
も
三
分
二
十
三
秒
。

当
時
は
ま
だ
珍
し
か

っ
た
家
庭
用
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
で
ご
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
稽
古

し
て
、読
み
合
わ
せ
に
出
て
こ
ら
れ
た
。

ま
た
、八
木
柊

一
郎
氏
の
本
で
、横
浜
の
い

か
が
わ
し
い
ジ
キ
パ
ン
（乞
食
娼
婦
）
と
暮
ら

し
な
が
ら
密
航
の
手
引
き
を
し
て
い
る
、得

体
の
知
れ
な
い
ギ
リ
シ
ャ
人
の
老
船
乗
り
役

に
、放
送
が
苦
手
で
嫌
が
る
千
日
是
也
氏
大

先
生
を
無
理
や
り
お
願
い
し
た
。
俳
優
座
養

成
所
出
身
の
愛
弟
子
に
か
こ
ま
れ
た
千
田
さ

ん
は
、案
の
定
ち
が
り

っ
ば
な
し
で
、ト
チ
ッ

た
り

つ
か
え
た
り
、
マ
イ
ク
の
位
置
も
お
か

ま
い
な
し
。
仕
方
な
く
、お

一
人
だ
け
格
子
に

座

っ
た
ま
ま
ヌ
キ
ド
リ
し
た
。
と
こ
ろ
が
ち

と
で
他
の
手
慣
れ
た
俳
優
た
ち
の
せ
り
ふ
と

合
わ
せ
て
み
る
と
、千
田
さ
ん
の
こ
こ
末
期

ガ
ン
の
祖
国
喪
失
者
は
、群
を
抜
い
て
圧
倒

的
な
存
在
感
で
迫

っ
て
き
た
。

ず
い
ぶ
ん
後
に
な

っ
て
か
ら
だ
が
、宇
野
重

吉
さ
ん
が

つ
く
づ
く
も
ら
し
た
―
―

「
ラ
ジ

オ
・ド
ラ
マ
が
な
く
な

っ
て
か
ら
役
者
ど
も

の
セ
リ
フ
が
下
手
に
な

っ
て
し
ょ
ぅ
が
ね
え
。

ラ
ジ
オ
は
ぃ
ぃ
勉
強
の
場
だ

っ
た
の
に
。
」

なヽ
に
や
ら
年
寄
り
の
繰
り
言
め
い
て
き
た
。

正
真
正
銘
の
年
寄
り
だ
か
ら
仕
方
ね
え
。

（筆
名
・牧
原
純

演
劇
評
論
家
）

◆
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◆

◆
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◆

☆

　

第
８
回
　
名
作
の
舞
台
裏

連
続
ド
ラ
マ
番
組

『
君
の
瞳
を
タ
イ
本
す
る
』

て
　
　
　
　
　
　
　
　
（フ
ジ
テ
レ
ビ
作
品
）

８
８
年
　
１
月
４
日
～
３
月
２‐
日
放
送

◆
開
催
日

２
月
１５
日
〈
日
）
１３
・・３０
～
１６
‥
３０

入
場

１３
‐０
０
よ
り

～
　

（
な
る
べ
く
お
早
め
に
‥
↓

◆
会
場

情
文
ホ
ー
ル

（
横
浜
情
報
文
化
ホ
ー
ル
６
Ｆ
）

ゲ
ス
ト
　
陣
内
孝
則
　
浅
野
ゆ
う
子

大
多
　
昔”
　
河
毛
俊
作

ほ
か

い
わ
ゆ
ヶ
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
ド
ラ

マ
の
代
表

的
作
品
の
現
代
的
意
味
付
け
を
考
え
る
。

☆

放
送
人
の
世
界
　
６

《
佐

々
本
昭

一
郎
　
人
と
作
品
》

◆
開
催
日

３
月
７
日
、１４
日
、

２‐
日

開
場

　

１３
・
０
０
よ
り
　
終
演

“
・０
０

一
会
場

情
文
ホ
ー
ル

佐
々
木
氏
の
ラ
ジ
オ
・ド
ラ

マ

テ
レ
ビ
ド

ラ

マ
か
ら
氏
が
選
ん
で
視
・聴
す
る
。

放
送
ム
の
会

公
開
対
話
シ
リ
ー
ス

第

一
回

私
の
ベ
ス
ト
番
組

白
坂
依
志
夫

『東
芝

マ
ン
モ
ス
タ
ヮ
ー
』

０
　
３
月
２８
日
（
日
）

‐３
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

会
場

横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
１

１０
Ｆ

ゲ
ス
ト
　
　
　
　
　
白
坂
依
志
夫

聞
き
役
　
　
　
　
　
大
山
勝
美

上
映

『
マ
ン
モ
ス
タ
ヮ
ー
』

（
企
画

。
演
出

石
川

甫

脚
本
。自
坂

依
志
夫

出
演
・森
雅
之

森
繁
久
爾
）

岸
田
功
　
一九
日
本
テ
レ
ビ

（入
会
順
）

放
送
学

斎
藤
守
慶
　
毎

日
放
送
名
誉
絵
長
相
談
役

磯
村
健

二
　

一を
ア
レ
ビ
朝

日
　
　
　
　
，

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
取
締
役

中
田
美
知
子
　
Ｆ
Ｍ
北
海
道
東
京
支
社
長

深
町
幸
男
　
一九
Ｎ
Ｈ
Ｋ
芸
能
局
　
演
出
家

和
田
光
弘

．́Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
国
顧
間

井
上
良
介
　
テ
レ
ビ
高
知
東
京
支
社

木
元
教
子
　
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

西
ヶ
谷
秀
夫
　
一九
フ
ジ

社
教
担
当

島
地
純
　
一九
Ｑ
Ｒ

ド
ラ

マ
演
出

露
演
劇

宮
川
鍍

一　
テ
レ
ビ
東
京
制
作
社
長

永

守

良

孝

　

Ｒ

Ｋ

Ｂ

毎

日
東

京

支

社

長

む
孝
む
孝
に
蛙

の
ぃ
と

こ
は
と
こ
難
　
．

一
茶

穀
書
＝

「当
会
は
外
づ
ら
は
食
ぃ
の
だ
が
、

ウ
チ
面
が
見
え
て
こ
な
い
。
折
角

の
集
ま
り

ゆ
え
月

一
か
各
月

一
回
、
集
ま
る
場
所
を
指

定
し
て
、
飲
参
も
ょ
し
、
歌
う
も
ょ
し
？

書
生
風
に
畿
論
風
発
も
ょ
し
、
温
泉
旅
の
計

画
を
目
る
も
よ
し
、
２
次
会
に
向
か

っ
て
流

れ
解
散
す
る
も
よ
し
、
犠
り
少
な
い

（多
い

？
）
生
涯
貯
食
を
引
を
ま
し
合
わ
ぬ
か
」

洒
仙
堵
樽
え
勲

一＝
回
日
＝
一Ｈ
一口Ｈ
自
川
＝
¨
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会員名簿

合∫lI明 青木裕子 赤井朱美 秋EE完 新井和子 案楽城 格 有馬哲夫 石井清司 石井ふく子 石高健次 石橋冠 磯野

恭子 磯村健二 市岡康子 ―色伸夫 伊藤雅浩 井上欣也 井上良介 岩澤敏 岩下恒夫 上田千秋 上野 満 碓井広義

歌田勝彦 宇野 昭 生方恵― 浦田彰 江口展之 遠藤利男 遠藤ふき 大蔵雄之助 太田敬雄 大原れいこ 大山勝美

岡 弘道 岡崎 栄 岡田晋吉 緒方陽-4ヽ 1!1秀夫 沖野瞭 荻野慶人 イヽ田昭太郎 力Ⅱ賀美幸子 各務孝 片岡敬司 片島

紀男 勝部領樹 カロ藤滋紀 カロ藤静夫 金沢敏子 兼歳正英 金平茂紀 カロ納孝夫 上安平冽子 鴨下信一 河合 肇 力l口和

久 111口 健― サ11口 幹夫 河崎 勲 ′:I尻順― ,11竹和夫 サ|1野楠巳 り|1平朝清 河邑厚徳 河村正一 岸田 功 JL′‖泰三 Jむ

,‖ 信 ゴL出 晃 JL村美憲 ヨヒ村充史 木村栄文 木村成忠 本元教子 楠美 昌 工藤英博 4ヽ 出五郎 児玉久男 児玉孝光

後藤多間 近藤 晋 今野 勉 斎藤紳久 斎藤守慶 斎藤秀夫 斎明寺以玖子 寒河江 正 坂元良江 桜井 均 桜井元

雄 迫 田朋子■郵41紀久雄華諸L4戦鷹二佐二本彰 佐藤利明 燿踊肛年汎 時 田隆治理艶■浩 静ネ純=渋 谷康生

島地 純 島野功緒 清水 満 下川靖夫 下重暁子 習田 豊 城 菊子 菅野高至 杉澤陽太郎 鈴木昭典 鈴木道明 鈴

木紀郎 鈴木典之 須磨 章 せんばん よしこ 高尾正克 高島秀之 高橋一郎 高橋啓 高橋 泰 滝 大作 武田光弘 武

谷雅博 甲澤正稔 只野 哲 _田 中昭男 田原英二 田原茂行 千葉 勉 露本 茂_韓橋鉄 三居原 作郎 戸崎春雄 戸田

桂太 外埼憲司 土問正大 中川幸美 中島 僚 中国美知子 中谷英世 中津川 輝夫 長沼士朗 長野克亮 中村克史 中

村季恵 中村耕治 中村芙美子 永守良孝 難波秀哉 西ヶ谷秀夫 西日善夫 丹羽美之 根津武夫 野崎 蔵 野田宏―郎

萩野靖乃 橋口義春 林 勝彦 原田庸之助 原 由美子 久野浩平 備前島文大 ―杉丈夫 深町幸男 福田雅子 深町幸男

藤井 潔 藤井卓雄 藤井チズ子 藤代勝博 藤田晋也 藤田道郎 藤久ミネ 星田良子 堀川とんこう 松浦幸― 松尾羊

一 松田輝雄 松平定知 松前洋一 松本 明 松本 修 松本国昭 三上 章 水上 毅 水野憲一 満島保夫 三村景一 三村

千鶴 宮川鍍― 宮脇厳雄 明神 正 村上紘一 村上雅通 村上佑二 村木良彦 銘苅栄昌 村L井 章 森川時久 矢島良

彰 薮内広之 山県昭彦 山崎隆保 山崎 裕 山路家子 山田良明 山田 尚 大和定次 山名光紀 山根基世 山辺麻未 山

本恵三 山本隆則 湯浅和憲 .拭
中英治 吉永春子 吉村直樹 吉付 誠 和田智允 和田光弘 TR田 洋一

‐

.       ‐     (2004・ 2/10現 在 )

懸
曜
理
機
躍
幽

新

・調
査
冗
報

２
月
号

◆

キ
ャ
ラ
‥
‘
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
略
．
ゲ

ー
ム
の
キ
ま
ラ
ク
タ
ー
転
じ
て
「
新
人

の

Ｘ
Ｘ
子
、
キ
ャ
ラ
が
や
葛

て
る
ね
」
「
ベ

ツ

パ
ラ
（深
夜
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
）
む
き
だ
な
」

「
い
や
キ
ャ
ラ
負
け
だ
わ
よ
」
と
ア
ナ
室

の

古
狸
と
古
雌
狐
が
爪
を
研
い
で
る
。

◆

バ
ミ
る
‥
‘
カ
メ
ラ
位
置
に
印
を

つ

け
る
こ
と
。
Ａ
Ｄ
経
験
有

の
会
員
に
は
懐

か
し
い
動
詞
．
朝
か
ら
晩
ま
で
バ
ミ
ば

っ

か
し
、
や

っ
て
ら
れ
ね
え
と
お
で
ん
屋

で

荒
れ
る
古
参
Ａ
Ｄ
は
ウ
ワ
バ
ミ
と
言
う
。

◆

キ
ム
タ
ク
語
‥
・
ヤ
バ
イ
・ブ

ッ
チ
ャ

ケ
・
テ
ュ
ー
カ
・
イ
ケ
テ
ル

・
マ
ジ
か
よ
・

メ
ー
ビ
ー
・
ュ
ー

ハ
ヴ
？
な
ど
ド
ラ

マ
で

は
や
ら
せ
た
。
そ
の
う
ち
キ
ム
タ
ク
語
講

座
が
設
け
ら
れ
る
カ
モ
み
た
い
な
ぁ
。

一」♂メ計〓ｒマド一け加鰤経嚇麟罐

あ
れ
ば
、先
輩
や
Ｏ
Ｂ
は

「
元
社
の
ヒ
ト
」

と
遠
日
で
敬
遠
さ
れ
た
り
す
る
。

◆

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
ー
。
と
い
っ
て
も
泰

西
名
画
で
な
く
照
明
用
語
。
「
監
督
、男
と

ナ
ニ
の
か
ら
み
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
で
い
き

ま
し
ょ
う
や
」
と
照
明
さ
ん
。
光
源
を
斜
め

下
に
当
て
影
で
オ
ッ
パ
イ
を
強
調
す
る
！

◆

ア
タ
マ
＆
ケ
ツ
‥
・
や
く
ざ
用
語
は

「
あ
た
ま
を
取
る
宍
出
入
り
で
相
手
の
親

分
を
始
末
す
る
こ
と
Ｘ
ケ
ツ
を
ま
く
る
」

（
居
丈
高
に
な
る
こ
と
）。
転
じ
て
「
ア
タ
マ

（出
だ
し
〉
は
ス

（読
み
）
で
ゆ
く
け
ど
、

Ｘ
Ｘ
子

（
女
子
ア
ナ
）
の
ケ
ツ
が
こ
ぽ
れ

る
か
な

（後
Ｃ
Ｍ
の
時
間
が
厳
し
い
ご
と

使
う
。
放
送
局
は
便
所
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

（
四
谷
亭
鳶
蛾
蝶
）

☆

編
集
後
記

☆

◆
如
月
、
な
に
を
今
更
年
賀
状
特
集
で

も
あ
る
ま
い
。
で
も
毎
日
が
日
曜
日
の
幸

せ
で
お
め
で
た
い
人
も
い
な
く
は
な
い
。

以
前
年
賀
状

コ
ン
ク
ー
ル
が
は
や
り
、

マ

ス
タ
ー
宛
年
賀
状
か
ら
最
優
秀
を
選
び
賞

品
が
ボ
ト
ル

一
本
な
ん
て
イ
キ
な
会
員
制

バ
ー
が
あ

っ
た

っ
け
◆
桃
井
章
さ
ん

（
会

員
）
が
広
尾
か
ら
交
通
至
便
の
乃
木
坂
に

進
出

（
乃
木
神
社
前
）
し
て
新
生

〈
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
を
開
店
し
た
由
。
小
イ
ベ
ン

ト
向
き
な
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
新
作
Ｖ
や

自
慢
の
旧
作
Ｖ
を
眺
め

つ
つ
ワ
イ
ン
を
‥
・

以
上

「
店
長
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
じ
ゃ
な
く

『
ノ
ギ
ザ
ヵ

．
ラ

ブ

・
ス
ト
ー
リ
ー
』
で
、
ジ
ジ
イ
大
好
き

な
ん
て
オ
ネ
エ
も
い
る
か
も
よ
◆
バ
ー
と

い
え
ば
原
田
庸
之
助
さ
ん

（
会
員
）
入
り

浸
り
の

『
し
も
ぜ
ん
』

（
数
寄
屋
橋
）
は

俳
句
バ
ー
に
変
身
し
た
由
。
春
め
き
て
、

い
や
啓
蟄
や
、
ウ
ー
ム
と
長
考
で
売
上
伸

び
な
い
の
と
ち
ゃ
う
？

店
長
の
元
Ａ
Ｄ

‥
下
善
チ
ャ
ン
、
ど
う
す
る
◆
変
身
と
い
え

ば
伊
藤
雅
浩
、
銚
子
の
は
ず
れ
的

フ
ル
ー

ト
に
見
切
り
を

つ
け
、
日
下
舞
台
台
本
作

家
に
変
身
中
。
さ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
小
劇
国
の

目
に
と
ま
り
採
用
さ
れ
、
原
稿
料
入
っ
た

由
。
や
っ
ぱ
如
月
は
め
で
た
い
の
だ
。

（松
尾
）

☆

新
会
員
の
応
募
受
付
け
て
ま
す
。
本

会
も
今
年
で
数
だ
で
７
年
目
を
迎
え
、
活

発
な
日
常
活
動
で
放
送
界
で
全
国
区
的
存

在
感
を
得
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
を
―
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